マイクロアレイによる解析に係る試料等移転契約書
＊＊＊＊＊＊＊＊（甲）と　独立行政法人理化学研究所（乙）は、甲の所有する（＊＊試料の名称＊＊）及びそれに付随する情報（以下、「本試料等」という。）の移転に関し、以下の通り合意する。
記
１．本試料等は、甲が、乙に別紙に記載したマイクロアレイによる解析（以下、「本研究」という。）を依頼するために無償で甲から乙に提供されるものである。
２．(a)　乙は、本試料等を、本研究のためにのみ、かつ教育又は非商業目的の研究にのみ使用する。
(b)　乙は、本試料等を人間を被験者とするものに使用しない。
(c)　乙は、関係法令及び規則に従い、本試料等を適切に取り扱う。
３．乙は、甲の書面による承諾なしに、本試料等を第三者に移転しない。
４．(a)　乙は、本研究で得られた成果を学会その他外部に発表する場合には、その内容、時期及び方法等について、あらかじめ甲の承認を得なければならない。

　(b) 甲が、本研究で得た成果に係る論文を発表する場合は乙も含めた共著とする。

５．(a)　乙が本研究で得た成果は、乙の所有とするが、甲も乙も自由に使用できるものとする。
(b)　前項に係らず、本研究で得られた成果に含まれる発明等知的財産権の所有及び取扱いについては、甲及び乙の事前の協議の結果に従うものとする。
６．甲及び乙は、本試料等の移転に伴い、相手方から秘密の情報の提供を受けた場合には、あらかじめ相手方の同意を得た場合を除き、第三者に漏洩してはならない。但し、次の次号に該当するものは除くものとする。

　（a）　相手方から開示された時点で、既に公知公用とされていたもの。

　（b）　相手方から開示された以降に、開示された当事者の責によらず公知となったもの。

　（c）　相手方から開示された時点で、既に自己で保有していたことを証明できるもの。

　（d）　正当な権原を有する第三者から秘密保持義務を負うことなく正当に取得したもの。

　（e）　法律、規則、政府ないしは裁判所の命令等によって開示が義務付けられたもの。
７．甲は、本試料等は、甲の所有物であるか又は、第三者の権利が付与されている場合は当該第三者の承諾を得ていることを保証する。
８．甲は、本試料等がヒト由来の試料である場合は、関係法令、ガイドライン等を遵守した手続きを経たものであることを保証する。

９．本試料等の取扱の結果生じるいかなる事象に関しても、甲は乙に対し一切の損害賠償等を請求しない。
本覚書締結の証として本書２通を作成し、甲乙署名又は記名捺印の上、各１通を保有するものとする。　

平成　　年　　月　　日

甲： 
乙：埼玉県和光市広沢２−１
独立行政法人理化学研究所
基礎基盤研究推進部　研究推進部長  横田　元秀　　印
　　　 基幹研究所 ケミカルバイオロジー研究領域 
システム糖鎖生物学研究グループ
疾患糖鎖研究チーム　チームリーダー　
谷口　直之　　印　　　　　　　　　　　　　

別 紙 

乙におけるマイクロアレイの解析
甲から提供される試料等：

甲より提供された本試料等の内、RNAは乙が蛍光修飾し、乙で独自に作成した糖・脂質関連遺伝子を搭載したマイクロアレイ上で反応させ、専用のスキャナーで蛍光強度を読み取る。読み取った蛍光の強度から個々の試料における遺伝子の発現の変化を数値として示すことが可能となる。これを乙におけるマイクロアレイの解析とし、結果を甲に報告する。
